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◆
来
年
度
予
算
方
針
に
つ
い
て

問

国
の
進
め
る
構
造
改
革

は
、
国
の
財
政
負
担
抑
制
と
、

史
上
空
前
の
利
益
を
上
げ
て
い

る
大
企
業
に
は
優
遇
政
策
を
進

め
、
自
治
体
に
は
三
位
一
体
改

革
に
よ
り
地
方
交
付
税
の
削
減

を
押
し
つ
け
、
国
民
に
は
情
け

容
赦
な
い
負
担
増
と
、
社
会
保

障
予
算
の
削
減
な
ど
、
社
会
格

差
と
貧
困
を
さ
ら
に
拡
大
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
暮
ら
し
は
深
刻
で
あ
り
、
暮

ら
し
を
守
る
た
め
の
市
政
運
営

を
進
め
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

先
ず
20
年
度
予
算
は
ど
う
い

う
基
本
姿
勢
で
編
成
す
る
の
か
。

18
年
度
決
算
で
も
、
本
来
な

ら
ば
、
確
実
に
保
障
さ
れ
る
べ

き
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、

財
政
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
の
平
成

12
年
度
と
比
較
し
た
場
合
、
16

億
円
減
の
30
億
円
と
な
り
、
扶

助
費
が
増
え
る
中
で
、
一
方
的

に
地
方
交
付
税
が
減
ら
さ
れ
、

繰
入
れ
・
地
方
債
で
の
や
り
く

り
と
な
り
、
事
業
の
一
般
財
源

化
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低

下
さ
せ
た
市
政
運
営
と
な
っ
て

い
る
。
国
に
予
算
確
保
を
強
く

要
望
す
る
と
同
時
に
、
不
要
不

急
の
駅
北
側
区
画
整
理
事
業
や

北
総
中
央
用
水
事
業
の
見
直

し
・
凍
結
、
市
有
地
の
有
効
活

用
な
ど
財
源
の
確
保
が
必
要
で

12月定例会では13人の議員が
質問しました。
ここでは紙面の関係でその一部を要約して掲載
しています。

は
な
い
か
。
ま
た
、
20
年
度
の

重
点
施
策
は
何
か
を
伺
う
。

市
長

平
成
20
年
度
の
予
算
編

成
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
本
年
度
予
算
と
同
様
、
予

算
全
般
に
つ
い
て
、
節
減
合
理

化
を
推
進
す
る
と
い
う
基
本
姿

勢
に
た
っ
て
、
歳
入
の
確
保
、

施
策
の
厳
選
に
努
め
、
歳
入
に

見
合
っ
た
通
年
型
予
算
を
編
成

す
る
。
歳
出
面
で
は
、
経
常
経

費
、
義
務
的
経
費
、
投
資
的
経

費
に
つ
い
て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

の
見
直
し
を
実
施
し
、
健
全
財

政
の
維
持
に
努
め
た
い
。
財
源

確
保
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

の
確
保
や
受
益
者
負
担
の
適
正

化
に
加
え
、
活
力
あ
る
産
業
の

創
出
、
振
興
を
図
り
財
源
の
確

保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
重

点
施
策
は
、
駅
北
側
土
地
区
画

整
理
事
業
、
八
街
バ
イ
パ
ス
事

業
並
び
に
公
共
下
水
道
雨
水
整

備
事
業
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼

児
医
療
費
無
料
化
、
小
規
模
事

業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
に
努

め
る
。

問

予
算
編
成
方
針
は
、
事
務

事
業
全
般
に
わ
た
り
、
費
用
対

効
果
の
分
析
や
執
行
方
法
に
つ

い
て
総
点
検
す
る
と
し
て
い
る

が
、
財
政
難
で
あ
れ
ば
駅
北
側

区
画
整
理
事
業
・
北
総
中
央
用

水
は
凍
結
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長

費
用
対
効
果
、
緊

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
い
じ
め

も
一
時
沈
静
化
し
た
か
に
見
え

た
が
、
い
じ
め
を
苦
に
し
て
自

ら
の
命
を
絶
つ
話
を
聞
く
と
い

た
た
ま
れ
な
い
。
八
街
市
の
小

中
学
校
の
い
じ
め
は
ど
の
く
ら

い
か
。
ま
た
、
国
は
教
員
を
増

や
す
と
し
て
い
る
が
市
は
も
っ

と
教
員
を
増
や
し
積
極
的
な
対

応
を
す
べ
き
だ
。
今
後
、
い
じ

め
、
不
登
校
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
解
決
す
る
の
か
。

教
育
長

18
年
度
の
い
じ
め
は

小
学
校
47
件
、
中
学
校
103
件
。

19
年
度
は
小
学
校
47
件
、
中
学

校
61
件
。
い
じ
め
を
許
さ
な
い

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
不
登

校
対
策
は
、補
助
教
員
の
配
置
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配

置
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
ナ
チ

ュ
ラ
ル
・
児
童
家
庭
課
と
の
連

携
を
し
て
減
少
さ
せ
て
い
く
。

い
じ
め
対
策
は
加
害
者
、
被
害

者
の
心
の
ケ
ア
を
全
職
員
で
行

っ
て
い
く
。

◆
就
学
援
助
費
に
つ
い
て

問

就
学
援
助
費
は
ど
の
よ
う

な
基
準
手
続
き
で
支
給
さ
れ
る

の
か
。
生
活
保
護
基
準
の
1.5

倍
に
助
成
枠
を
拡
大
す
べ
き
で

あ
る
が
如
何
か
。

教
育
長

国
の
法
律
に
基
づ
き

認
定
を
し
て
い
る
。
基
準
の
緩

和
は
考
え
て
い
な
い
。

急
度
に
基
づ
い
て
見
直
し
は
行

っ
て
い
き
た
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
の
基
本
方
針
・
実
施
計

画
に
基
づ
き
毎
年
予
算
編
成
を

し
、
継
続
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
何
と
か
完
成
に
む
け
た
財

政
運
営
に
努
め
た
い
。

◆
市
民
生
活
優
先
の
予
算
措
置
を

問

19
年
度
で
は
、
定
率
減
税

の
廃
止
・
住
民
税
の
大
増
税
で

毎
年
の
負
担
増
に
「
暮
ら
し
が

成
り
立
た
な
い
」
な
ど
深
刻
な

事
態
、
怨
嗟
と
悲
鳴
が
渦
巻
い

て
い
る
。
住
民
税
減
免
、
国
保

税
の
引
き
下
げ
・
介
護
保
険
税

の
減
免
・
就
学
援
助
基
準
の
緩

和
・
安
全
対
策
な
ど
、
市
民
生

活
本
位
の
予
算
措
置
と
す
べ
き

で
あ
る
が
如
何
か
。

市
長

市
税
の
減
免
基
準
の
策

定
を
進
め
る
。
国
保
税
の
引
き

下
げ
は
現
状
で
は
難
し
い
。
介

護
保
険
の
減
免
は
個
々
の
状
況

に
応
じ
て
対
応
す
る
。
就
学
援

助
は
認
定
要
綱
に
基
づ
き
援
助

を
す
る
。
安
全
対
策
は
防
犯
等

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
児
童
生
徒
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
支
給
な
ど
行
う
。

◆
教
育
問
題

問

い
じ
め
、
不
登
校
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。
子
ど
も
た
ち
の

間
で
、
痛
ま
し
い
事
件
や
事
故
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